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　はじめに1

　人間の発育・発達に影響し，その機能の改善に

スポーツが素材としてかかわるとき，そのプログ

ラムを体育といい，損傷の軽減・体力の回復など’

の目的で，医療の場で，医療行為としてそれが理

学療法士あるいは治療体育指導者によって担当さ

れるとき，それを治療体育（remedia1eXerCiSe）

という，と中川は述べている1）。健康維持，ある

いは疾病・外傷等からの回復を目的として身体運

動が有効な手段であるという認識は古くからあっ

たが，それが治療体育として体系を整えるのは18

世紀末から19世紀にかけてであるといわれる。本

論は，治療体育が，近代体育の成立及び整形外科

学の成立を背景としながら，近代においてどのよ

うに確立し，発展してきたかを歴史的に考察しよ

うとするものである。

　I　近代以前の治療体育

　Farrington，B．は，Hippocrates以前のギリシ

ア医学の源泉の一つに，r体育訓練所の指導者た

ちの施療」をあげている2）。小川はこれについて，

医学は魔術的＝宗教的な慣行や信仰から，ことに

運動競技と占いから発達し牟ものであって，体育

訓練所の指導者たちがその必要上から医術発達の

源泉の一つになったと敷術している3）。このよう

に古代から，体育と医学とは密接な関係を有して

いたということがわかる。それ故に，やはりかな

り古い時代から，体育あるいは身体運動が，心身

の健全な機能を維持したり，疾病からの回復を早

めたりするという意味において，いわゆる治療体

育もしくは運動療法として認識されていたであろ

うことは容易に肯首できる。

　患者に対する治療体育やマッサージの重要性な

どについては，古代ギリシア・ローマでは，すで

に一般にも知られていたという4）。

　HipPocratesは，r股関節脱臼では，生後であ

ろ三うと，幼時からであろうと，筋肉部分は手の筋

肉よりも余計に萎縮するものである。それは患者

が足の訓練ができないからである。筋肉部分の廃

用は，患者が四肢を用いず，運動を怠った場合に

もっとも大きい。歩行を行なっている患者ではあ

まり萎縮は起らない。」5）と運動の治療的効果に

深い洞察を示している。ローマの医師Ga1enは，

r運動訓練の優秀な指導者こそ優秀な医師であ

る。」と述べ，5世紀末頃のAure1iamsに至っ

ては，水治療法や牽引療法，滑車や重錘を用いる

運動療法を含む物理療法について驚くほど近代的

な考え方を示している6）。

　しかしこのような動きも，その後約1，000年問

はほとんど発展をみせなかった。その主要な理由

の一つは，中世の思想的基盤であるスコラ哲学一

一その支柱であるキリスト教思想一が，身体・

肉体に対して精神・霊魂の優位を説き，身体・肉

体を蔑視したため，一般的に身体的な運動に対し

てはこれを軽視する傾向にあったためと考えられ

る。

　14世紀後半に入ると中世世界を統一していたス

コラ哲学の内的な崩壊が始まり，15世紀に至る

と，抑圧されていた人問は肉体をもった人問とし

て白覚され，それを白由に，白然に肯定しようと

する新たな人問観，身体観が形成されるようにな

った。こういった背景には，Copemicus，N．，

Kep1er，J．，Ga1i1eo，G．などによる天文学，力学

の分野をはじめとして，Vesa1ius，A．の人体解剖

Harvey，W．の血液循環の発見など医学の領域に

おいても近代科学への新たな胎動があった。

　このような時代潮流の中心地であったイタリア
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では・Cardano・G・が，身体運動を機能別に分類

して，その機能がもたらす効果を健康法と結びつ

げることにより，身体と健康維持との関係を叙述

L，身体運動の方法に科学的な思索を加える試み

を行なっている7）。同じく　Mercuria1is，H．は，

『De　Arte　Gymnastica』一を1569年に公にし，こ

の中でギリシア・ローマの運動訓練を紹介すると

ともに，健康。福祉のためにその実施を勧めてい

る。彼は運動の原則として，

　・運動は健康を保持するものでなけれぼならな

　　し・こと

　’運動は四体液の調和を乱さぬものであること

　・運動は体各部に適切であること

　・健康な人は規則正しく運動すること

　’病気のくは現在の症状を悪化させる恐れのあ

　　る運動をしないこと

　’特殊な運動は個々の体質に応じて回復期の患

　　者に処方すること

　’坐りきりの生活をしている人はさし当って運

　　動が必要であること

などを列挙している8）。これを見ると，HipPoc－

rateS時代の体液説などから完全にぬけ切ってい

るとは言い難いが，しかし，たとえば，脚の弱い

ものには山登りを，腕関節炎には円盤投げを勧め

る一方，妊婦には跳躍運動を禁じるなど，各々の

症例に応じて運動を処方しており，この書は，

Licht・S・によつて，当時，r治療体育について最

も重要な本」と評価されている。

　’ところで，身体運動という間題が，新たに教育

の間題として論じられ始めるのもルネサソス以降．

である。この時期には変動するイタリア杜会を背

景として，多くの教育論が出されるが，その多く

がまた身体教育を論じているので，これについで．

一言付言しておこう。

　Vittorino　da　Fe1treも，身体運動と健康とに関．

心を示。した教育を，人文主義者め立場から展開し

た一人である。彼は医師から教育者に転向した人

で，1423年Mantua侯の子弟の教育のために招．

かれ，r楽しい家（La　Giocosa）」と呼ばれる学

校を設けた。そこでは従来の修道院や教会学校と

は対照的に，明るく健康的な環境で，知育・徳育

とならんで，ゲームや運動を十分教育活動にとり

入れた計画的な身体活動を勧め，調和的な人問の

育成を志向していた。ここでの身体運動のプログ

ラムは，乗馬，ラソニソグ，跳躍，フェソシソグ

ボールゲーム，水泳，弓術などであり，目課とし

て最底時問，教師の監督めもとで訓練が行なわれ

ていたという9）。

　成田も指摘しているように，これらの身体教育

論が単純に古輿古代の体育の再生と考えるべきで

はないが，心と頭と体の全人教育を意図した点

で確かに近作的体育につらなるものをもってい

た1O）。そして，ここで主唱された教育思想は，後

のLocke，J・からRousseau，J．J．へ，Rousseau

J．J．から汎愛派へ，そしてその流れをくむ近代体

育の確立者GutsMuths，J．C．F．（後述）へと発

展していくことにたる。

　I［近代における治療体育

　前節で見てきたように，運動の有効性，重要性

については古代から一般に知られていたが，治療

体育としての体系ができるのは近代に至ってから

である。人問形成における「からだの形成」の意

味を問い直し，市民体育理論の方向づけをしたの

はRousseau，J．J．だといわれているが1ユ）広く，

教育的な立場から身体運動の重要性が指摘され，

一般に，教育の中に体育が明確に位置づけられる

のも，この時期になってからのことである。そこ

で1本稿では，近代における治療体育の成立過程

を，近代の治療体育が一般的な近代体育の確立と

どのような関連において成立してきたかという視

点から，まず考察してみたい。

　もともと，治療体育は，単に健康増進，健康保

持といった目的のみならず，疾病・外傷からの回

復や運虹障害に対する最も有効で重要な方法とし

て，医学を基礎とし，医学の進歩とともに発達し

てきたカ｛，とりわけ，、近代以降の整形外科学の進

歩は，これと密鈎こ関連している。Ackerknecht，

．・・二H・も，この時代の理性と科学的思考は心理的

。杜会的過程に影響し，医学の可能性を強力に拡

大したと述べた↓で，小児科学の成立，精神病患

者の鎖からの解放とならんで，　Andry，N．の

Orthop6dieをあげている12）。Orthop6aieという

概念は今日の整形外科学の端初である。そこで，
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第二段階として，治療体育の発展を，このような

整形外科学の成立の経緯の中でとらえてみたい。

　そしてこれに二次いで最後に，近代的な意味での

治療体育がどのように一確立し発展していったかを

Tissot，J．C．とLing，P．H．の研究業績を追い

ながら概観してみることにする。

　（1）近代治療体育の背景

　①近代体育の成立と治療体育

　近代体育の創始者といわれているGutsMuth，

J．C．F。が，教育としての体育の性格を明確にす

るとともに，体育という概念を，身体活動だけで

なく，疾病に対する治療的効果という意味におい

ても論じているのはユ3），銘記されてよい重要な事

である。彼は，Salzmam，C．G．がシュネッペソ

タールに開いていた汎愛主義の学校の体育主任で

あったが，ここにおける長期問の研究的な体育指

導の実践が彼の体育理論の基礎になっている。

　汎愛主義教育というのは，一言でいうなら，

Locke，J．やRousseau，J．J．により鼓吹された

啓蒙主義的教育理念にそった，18世紀ドイツ教育

界におけるひとつの実践的教育運動であった。

Basedow，J．B。が1774年デッソウに汎愛学校を創

設したのが始まりで，Basedow，J．B．の思想は

Campe，J．，TrapP，E，C．，Sa1zmam，C．G．等に

受け継がれて行くが，中でもSalzmam，C．G．は

1784年シュネッペソタールに汎愛学校を開き，体

育指導の任にAndr6，C．をあてて，学校教育へ

の体育の重要性を方向づけた。この汎愛派の教育

一思想の大きな特長の一つとして，身体教育去重ん

じたという点が注目される。篠原は，「汎愛派か

らLてドイツ体操の創始者であり，始めて体操に

関する著書を公にしたグーツ。ムーツが出たのは

偶然でない」と述べ14），GutsMuths，J．C．F、の

登場を，汎愛派教育思想との関係の流れの中にお

いてとらえている。2年後の1786年GutsMuths，

J．C．F．はAndr6，C．の後を受けて，シュネッ

ペソター一ルの汎愛学校の体育主任となる。

　r世界で始めての近代的な体育の奮物」といわ

れる　『Gymnastik舶r　die　Jugend』（1793）は，

ここにおける彼の約50年問の体育指導の成果を理

論化Lたものである。これはr体育の本質論と方

法論において実践の成果を当時の身体運動にかか

わる教育的，医学的諸説によって裏付け構成した

ものであって，まさに近代体育の理論といえる」

書でi5），デソマークをはじめ諾外国に次々と翻訳

され，各国の体育のみならず，治療体育の分野にお

いても大きな影響を及ぼレたといわれている16）。

　GutsMuths，J．C．F．は教育学と医学（生理

学）の理論を基礎とLながら，身体運動を通して

の人問の育成という近代的な視点から，教育とし

ての体育の確立をめざすとともに，身体運動の治

療的側面にも大きな関心をもっていた。ここに

は，ハレ大学の医学部教授であったHof王mam，

F．の保健と運動の重要性についての一連の論説

や17），汎愛教育家であったVi11aume，p．の広く

養生論をも含む身体教育論の影響があるものと考

えられる。またGutsMuths，J．C．F．は，18世

紀後半のドイツ庶民子弟の悲惨な生活と身体の状

態について，「貧民階層は彼らのパソをかせぐた

めに，子どもを10才頃から働かせている。そこで

子どもらは，大人の囚人が刑罰とLて課せられて

いるような労働に従事している。これはまことに

恐ろしいことがあるが，事実である。ただでさえ

貧弱な教育さえも十分の一も終っておらず，身体

も半分しか成長していないのに，食うために子ど

もを学校からもぎ離し，奴隷の仕事につげている

のである。……子どもらは皆この余りにも早くか

ら■課せられた’重荷に抑しつぶされ，成長をはばま

れ，大きくなっても崎型になり，身体障害をもち

筋肉の弾力性もすべて失い，こちこちに・なってし

まうのである。」18）と述べている。このような彼の

現実認識が，彼をしてまた身体運動の治療的効果

にも目を向けさせることになったのではないであ

ろうか。つまり，汎愛主義の流れをくむGuts－

Muths，J．C．F．は，このような底辺の広い視野

に立った時，「成長をはぼまれ，大きくなっても

崎型になり，身体障害をもち，筋肉の弾力性をす

べて失った」予どもたちが，医学的にも教育的に

も十分な配慮をされず，放置されている現実に対

して，教育的レベルから，体育を通しての人間形

成をめざす中で，身体運動の治療的効果をも認識

していったと考えられるのではないか。当時，一

般には医学的レベルからの治療体育といった形で

の援助を受けられる者はごく限られていたとみて

一一129一



よい。こういった中にあって，治療体育として身

体運動を，教育的な視点から間い直したのは

GutsMuths，J．C．F．が最初であり，その影響は

後のLi㎎，P．H．をはじめとして，治療体育の分

野に大きく及んでいる。

　②整形外科学の成立と治療体育

　治療体育が医学と密接な関係をもって発展して

きたことは前に述べたが，とりわけ形態異常を主

として取り扱う整形外科学との関係は非常に深

い。整形外科学のように主として形態異常を扱う

医学は，疾患自身が直接生命に影響しないために

治病術または科学としての医学の発達は遅れ19），

独立学科としての体系が整うのはようやく20世紀

に入ってからである20〕。

　今日の整形外科学の歴史は，パリ医学校の教授

で内科医でもあったAndry，N．に始まるとされ

ている。彼は1741年rL’Orthop6die』　を公にし

たが，このOrthop6dieは，　…㍉柏がったものをま

っすぐに正す”という意味のorthosと，｛｛小児

（もしくは足，教育を意味するとの説もある）”を

表わすpaidionの2つのギリシア語を合成してつ

くられ，小児の変形を予防。矯正する意味を有し

ている。その後，この理念に手術手技（外科）が

取り入れられ，OrthopeaicSurgeryが生まれた

といわれる21）。『L’Orthop6die』の中でAndry，N．

は，四肢，躯幹の変形の予防と矯正は小児期にお

いて行なうことが重要であると強調し，頭部・顔

面の奇形の予防・矯正方法や聾唖者の再教育，発

声困難の矯正等にも言及し，最後に小児の身体と

精神の発達には教育が重要であると述べている。

さて，治療教育に通じる彼の考えは，この書の第

2巻の付録として付されている1723年3月にパリ

の内科学会で彼が行なった演説に端的にみられ

る。それはr適当な訓練は健康保持に最も有効で

あろう」という主旨のものである。その例とし

て，右利きの人は，左腕より右腕が強力なのは右

手の方をよげいに使用するからであるといった身

近な事柄に注目して，訓練は薬物よりずっと効果

的であり，特に方法としては歩行がよいと述べ，

体育は人生のいかなる時其月にも，すべての人々に

とって最も必要で有効なものであると力説してい

る22）。

　訓練の重要性を説いた彼の考え方は，今日のリ

ハビリテーショソに通じるもしをもっているが，

しかし当時はまだ，治療体操にマッサージを加え

た程度の古典的な整形外科学の段階にあったと思

われる。ちなみに，Abb6St．PierreやPugh，J．

等によって，運動器械にもいろいろ工夫もしくは

考案がなされたのもこの頃である。しかし多くの

、患者や医師の賛成を得たこれらの器機の多くが当

時は極秘にされていた23）。

　しかし，18世紀の終わりになると，スイスにお

いて最初の整形外科学会が開催される（1780年）

までになり，整形外科学の研究が活発化し，19世

紀に入ると，当時の白然科学の進歩，とりわけ，

Stromeyerの皮下切腱術，Mathysenのギプス包

帯，Listerの殺菌法，R6ntgenのレソトゲソ線

など手術的技術の進歩により整形外科学は急速な

発展をみた。

　このように手術的療法を加えることによって，

治療体育がより容易に，効果的になるとともに，

一方では手術の後療法としてその重要性が改めて

強調されるようになり，現在のリハビリテーショ

ソにおいて行なわれている近代的な治療体育の基

礎が形づくられていく。

　（2）近代治療体育の確立

　近代的な意味での治療体育の体系は18世紀末の

Tissot，J．C．と19此紀のLing，P．H．によって

確立された。

　Tissot，J．C、以前の従来の治療体育においては

主として，一全身的効果のためにそれが行なわれて

いたが，スイスの医師であったTissot，J．C．は

これを局所的に衰弱した筋や強直した関節に用い

て，筋力の増強や関節可動域の改善をはかろうと

した。そのために彼ほ，解剖学の知識が是非とも

必要であると言い，さまざまな症状や運動を解剖

学的に分析し，それに基づいて適切な治療的運動

を処方するといった方法を確立した。たとえぼ，

上肢についてみてみると，上腕骨，肩岬骨，肘関

節，手関節の運動回復のためには，漕艇運動やバ

イオリソの弓弾き，太鼓たたきなどを勧め，腕が

前腕屈筋の拘縮で短縮している場合には，井戸か

ら水をくみ上げる動作を，また回内回外運動が必

要な場合には，ドリルで孔をうがつ動作やタソブ
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リソをたたく動作を処方している2皇）。このように

症状や運動を分析して，その治療に当っては技芸

や労作を取り入れた今日でいうところのレクリエ

ーショソ療法や作業療法なども包括した広範な運

動療法を説いた。この他にも，脳卒中や関節炎を

はじめとして，彼はまた，廃用性の筋萎縮や褥創

の治療，幼児の脊柱変形に対する呼吸運動の効果

などにも卓抜した考えを示している。Tissot，J．

C．の発想は当時としては非常に進歩的なもので

あった。しかしその進歩性のために，同時代には

受け入れられず，長期問実施されず，また成果の

重要性についても長く認識されなかった25）。

　Tissot，J．C．と並んで近代的な治療体育の確立

に大きな功績があったのはスウェーデソのLing，

P．H．である。Ling，P．H．は，コペソハーゲソ

時代に，Nachtega11，F1の体育学校2j）と，『Gym－

nastik　fur　die　Jugend』を通して，GutsMuths，

J．C．F．の体育を学んでいる。そしてGutsMuths，

J．C．F．の「真の体育理論は生理学的基礎の上に

構成され，個々の運動の実践は個人の身体的特性

に基づいて行なわれるべきである」という主張に

大いに影響を受けて27），Tissot，J．C．と同様，体

育を知的に理解するには，人問の身体及び白然の

法則について完全な知識をもたねばならないこと

を知り，解剖学，生理学，その他の白然科学を学

んだ。

　Ling，P．H．は，汎愛派の体育の影響を受けな

がら，GutsMuths，J．C．F．やJahn，F．L．のよ

うに，歩いたり，走ったり，木に登ったり，木

馬を跳んだりするそのような白然で生活的な運動

そのものを行なうことによって，健康で丈夫にな

る，それが体育だという考えとも28），Tissot，J．

C．のように技芸や労作をとり入れた運動とも異

なり，いわゆるスウエーデソ体操として知られて

いる徒手体操や組体操に力を入れた。

　彼は，治療体育の目的を，白已に適した状態，

または他の補助及び適当な運動によって不均整な

発育発達を矯正することとし，不規則な生活によ

って失われた身体各部の調和をはかることにある

とした29）。彼は，運動量，運動方向，速度，リズ

ムなどを明確にし，運動の開始肢位，終了肢位の

重要性を示し，計測や専門用語を取り入れて，治

療体育に科学的な根拠を与えることに貢献した。

今日我々が使用しているところの，等尺運動

（Ho1ding），求心性運動（cOncentric　mOven1ent），

遠心性運動（eCCentriC　moVement）等の用語も彼

に由来するという30）。また，すべての随意運動は

拮抗筋群によりコソトロールされた協同筋群によ

って起こるという認謝こ立って，拮抗作用を排除

するために徒手抵抗を加えた運動の効果にも触れ’

ている31）。1813年Ling，P．H．の働きかげでス

トックホルムにCentra1Institute　of　Gymnastics

が設置されたが，これは欧米における治療体育の

ための施設としては最初のものであった32）。ここ

を中心として，スウエーデソ体操はヨーロッパ各

国，アメリカヘと拡がっ．ていくのである。

　（3）近代治療体育の発展

　Ling，P．H．のスウェーデソ体操は，その集団

訓練的で形式的な性格のために軍事的要請と迎合

していったという事情は否めないが，近代的な治

療体育の確立と発展にスウエーデソ体操が果した

役割は大きい。特にLing，P．H．の死後（1839年）

彼の後を継いだBranting，L．G．は，体操の効果

は筋肉組織のみならず，神経，循環，内臓諸器官

にも及ぶものであることを指摘するなど33），スウ

エーデソ体操の治療的，矯正的効果を強調し，運

動の原型探求と治療体育の体系化をすすめた。

　ドイッではすでにSchreber，D．G．M．が器具

を用いて他動的に身体屈身をさせたりする独白の

体操を開発していたが，1844年Rothstein，H．に

よってスウエーデソ体操が紹介された34）。同じ頃

イギリスでもInDe　Betou，J．G．，Ehrenhoff，

C．，Geogii，C．A．らのスウェーデソ人により導入

され，Georgii，C．A．の教えを受けた内科医Roth，

M．D．は，『The　Prevention　and　Cure　of　Many

Chronic　Diseases　by　Movements』（1851）等を

著し，運酬こよる病気治療と解剖学，生理学に基

づく教育体操の発展という課題に取り組み，初等

教育における体育の制度化にも影響を与えてい

る35）。アメリカでは，治療体育は，1860年Tay1or

G．H．＆Tay1or，C．F．の著書によって紹介され

ていたが，1883年のNissen，H．，1885年のPosse，

N．の渡米によ1）広く理解され，Sargent，D．A

やMcKenzie，T、が普及させた。Sargent，D．A．
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は，初めてアメリカで体育を専門教育として実施

し，その学校はSargent　Co11egeとして現在でも

ボストソ大学に残っており，PT，OT，体育の教

育が行なわれている36）。なお，日本の場合は，こ

のアメリカで行なわれていたスウエーデソ体操が

明治33年川瀬元九郎，明治36年井口あぐりによっ

てもたらされたものである。

　19世紀も終わり頃からは，介助，抵抗運動，マ

ッサージなどのために，Zander，G．の考察になる

機械装置を応用した治療が導入され，治療体育を

拡大させることに役立つことになった。また，

B㎝net，A・による関節炎の治療，Hirschberg，R．

による片まひの段階的訓練法，Frenke1，H．S．に

よる脊髄跨の失調症に対する1姦調性の改善法な

ど，症状により治療プログラムもさらに細分化さ

れていき，19此紀末にはすでに，治療体育とその

訓練技術はかなりの程度において現代の水準にま

で達した。そして今世紀に入ってからは，ポリオ

の流行や二つの世界大戦を経て著しく発展し，今

日，リハビリテーショソにおける運動療法の中で

ますます重要な位置を占めるに至っている。
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Sumurary 

A Genealogy of Modern Remedial Exercise 

Motoo Ishibe & Yoshiko Takayama 

It has been known from ancient times that movements could serve to remedy disease and 

bodily defects. However, up to modern times it was not established as remeclial exercise. The 

purpose of this paper was to trace some of the 1listorical origins of modern remedial exercise 

and to discuss llow to establish and develop in modern times. 

The remedial exercise before modern times was outlined at first, and then it was tried to 

understand the establishment of the modern remedial exercise in connection with the formation 

of the modern gymnastics and orthopaedics. That is to say, coming in modern times, on the 

one hand gymnastics noticed tl~e remedial efficiency of movements and on the other hand or-

thopaedics developed particularly, which had a profound influence on tlle development of modern 

remedial exercise. Finally it was viewed that modern remedial exercise was established under 

those factors by Tissot, J. C. and Ling, P. H. and aimost completed in the end of the 19 th 

century. 
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